
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
-

武家政

中世

- 踊念仏
ころの
像しよう

学習

私のイメ

時代に

治と 

世 1 

仏がはや
世の中を
う 

習課題 

僕は
他に
今年
話で

私は
盆踊
は，室

ずいぶ

これま
天台

太郎く

おや
出会
関わ

メージ 

について疑問

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京都

った
を想

おばあちゃ
もたくさんの

年はお坊さん
では，そのお

，おじいち
踊りを踊った
室町時代に

ぶん昔の話

までに学ん
宗なんか）

くんと花子

や。この夏休
会ったのです
わりがあるの

問を出す 

の市屋

ゃんの家に
の手伝いを
んが来て，

お経は鎌倉

ちゃんの家に
たんだ。おじ
にさかのぼ

話だけど，今

だもっと古
）とは，どこ

さんは，夏

休み，2 人
すね。燈篭

のですよ。

真言
が行
護摩
ご ま

屋道場

に行ったよ。
をしたよ。 
お経を唱え

倉時代から使

に行って夏
じいちゃん

ぼることがで

今にもつな

い時代の
が違うんだ

▲踊念仏

歴史に

休みの思

は鎌倉時
篭や盆踊り

言宗では，火
行われていま
摩
ま

といいます

７ 

場にタイ

仏壇に燈

えてくれたん
使われてい

夏祭りに参
の話では、

できるんだっ

ながっている

宗教（たと
だろうね。

を行う人，眺

に迫るス

い出を話し

代や室町
は，鎌倉時

火を使った祈
ましたね。これ
す。 

イムス

燈ろうを出し

んだ。お坊
いるんだって

加したよ。
、盆踊りの
て。 

るんですね

とえば真言

眺める人（一

スナップ

しているよう

町時代に由
時代に広ま

祈祷
れを

スリップ

したり，

さんの
て。 

そこで
の風習

。 

宗や

一遍聖絵） 

プショット

うですねえ…

由来するなら
まった宗教

プ 

ト

…。 

らわしに
教と深い



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌

▲踊念仏

▲風

鎌倉時代以

新しい

魅力的

んじゃな
 

仏を教える一

風流踊り（室

▲盆踊り（

以降，新し

教えが，

的に映った

ないかな。 

一遍（鎌倉時

室町時代） 

（現代） 

しい宗教が

踊りが楽

うさ晴ら

からだと思

た

Ａ君 

時代） 

火を使
違った

が広まったの

Ｂさ

楽しかった。

しになった

思う 

系統

念仏
ねんぶつ

浄
じ

浄
じ

時
じ

題目
だ い も く に

禅
ぜん

 
臨
り

曹
そ

使った祈祷
たおもむきだ

のはなぜだ

さん 

力

武

た

。

た

盆踊りの

 ・いつ
 ・どこで
 ・なん
 ・どんな

８ 

宗派 

浄土宗
じ ょ う ど し ゅ う

 

浄土
じ ょ う ど

真宗
しんしゅう

時宗
じ し ゅ う

 

日蓮宗
にちれんしゅう

 

臨済宗
りんざいしゅう

 

曹洞宗
そ う と う し ゅ う

 

▼鎌

▲座禅

祷とは、かな
ねえ。 

修行

だろう？ 

力をつけ

武士が気

たからかな

の起源につい

… 
で … 
のために …
なことをした

Ｃ君 

開祖

法
ほ う

然
ねん 極楽

ご く ら く

わるに

すが

と念仏

親鸞
し ん ら ん

一遍
い っ ぺ ん

日蓮
にちれん

法華
ほ っ け き

（南無
な む

唱え

栄西
え い さ い

座禅
ざ ぜ ん

さとり道元
ど う げ ん

鎌倉時代に広

禅を組む修行

り

行のスタイル

Ｄさん

てきた

に入っ

な。 

いて調べてみ

… 
た … 

おしえ 

楽浄土
じ ょ う ど

に生ま

には，阿弥陀
あ み だ ぶ

り，南無
な む

阿弥
あ み

仏を唱えよ 

華経
き ょ う

を 信 じ ，

無妙法蓮華経
み ょ う ほ う れ ん げ き ょ

よ 

禅を組み，みず

りを開く 

広まった宗教

行僧（現代）

は今にも伝わ

厳しい

求めら

安全で

からかな

みましょう 

対

れ変

陀仏
ぶ つ

に

弥陀仏
だ ぶ つ

貴族

武士

武士

農民

題 目

経
ょ う

）を

武士

商工

ずから 武士

教

） 

わっているね

い修行が

られず，

で簡単だ

な。 

 

対象 

族 

士 

士 

民 

士 

工業者

士 

ね。
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A 強く

武家政

中世

- 武士は
して影
ていった

学習

▲源頼朝

私の予想

B 弱く

▲

時代の

くなる幕

治と 

世２ 

は，どのよ
響力を広
たのだろう

習課題 

朝といわれる

想 

くなる朝廷

▲足利義満 

の変化をつか

 

        
平
 
 
 
鎌
 
南

安

武家政

府 

ように
広げ
う？ 

る肖像 

廷 

かむ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 
代 

世
紀

平安 

鎌倉 

南北朝 
室
町 

安土桃山 

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

政治の

時

12 世

を行う組

来の御

彼らは，

1221

ました。

仕事に

を徴収す

 このよ

ちの支配

治める海

朝廷

いました

ます。幕

点とする

鎌倉

鎌倉幕

治を始め

朝廷は

室町

め，朝廷

かけに，

戦
国

の変化に

時代の見

世紀の終わ

組織を作りま

家人を守

主に警察

年，承久

この事件

も力を広げ

する権限を

ように幕府と

配が及ばな

海も，各地

廷は，はじめ

た。しかし，

幕府は京都

るとともに，

倉時代の終

幕府が倒れ

めますが，

２つに分裂

町幕府の三

廷の責任者

幕府は朝

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

９ 

につい

見取り図

▲武

わりになると

ました。これ

護や地頭

察のような仕

久の乱で幕

をきっかけ

げました。た

を得ました。

と武士が勢

ない地域

地に残ってい

めは幕府を

承久の乱

都に六波羅

朝廷を監視

終わりには，

れると，後醍

この政治

裂しました（南

三代将軍，

者である太

朝廷に介入

1185 守護
1221 承久
1232 御成
1271 初
1284 二度
1333 鎌倉
1335 朝廷
1368 足利
1392 南北
1467 応仁
1560 戦国

いて知

武家政治に

と，源頼朝

れを幕府と

頭に任命し，

仕事を果た

府と朝廷が

けに，守護

たとえば，土

 

勢力を伸ば

，たとえば

いました。 

配下にあ

で，幕府の

羅探題を設

視するように

，幕府への

醍醐天皇が

は足利氏

南北朝時

足利義満

太政大臣に

入できるよう

・地頭の設
の乱 
敗式目が制
のモンゴルの
目のモンゴル
幕府の滅亡
が南北朝に
義満が将軍
朝の合体 
の乱 
大名が各地

ろう 

に関する出来

朝は武士を

と言います。

，各地に派

たしました。 

が争い，幕

や地頭は

土地を支配

ばすいっぽ

寺社の領

る警察組

の勢力が朝

設置し，西

になりました

の不満が高

が朝廷を中

ら武士の

代）。  

満は南北朝

に就きました

になりました

置 

制定される 
の襲来 
ルの襲来 

亡 
に分裂 
軍になる 

地を支配しは

来事 

まとめて政

。幕府は，

派遣しました

幕府が勝利

警察以外

配したり，年

ぽうで，自分

地や海賊

織だと考え

朝廷を圧倒

国支配の

た。 

高まりました

中心とする

不満を招き

朝を１つにま

た。これをき

た。 

はじめる 

政治

家

た。

利し

外の

年貢

分た

賊が

えて

倒し

の拠

た。

る政

き，

まと

きっ



各

・

・

・殺

有

 
 
 
 も

タ

 

 

 
 
  

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲

① 裁
守

（13

③ 臨
と

（13

守護 

各国に 1 人 

京都の警備の

国の方針を守

人の逮捕 

殺害をした人

有力な御家人

もう少し鮮明

タはないかな 

  

Ⅲ 事実
説

▲鎌倉

▲義満が使

どんな時
のだろう。

裁判の判決を
守らせる 
346 年から） 

臨時の税金を
とりたてる 
372 年から） 

⑤ 年
戦費に
（135

Ⅰ 用語

Ⅱ 事
分

の手配 

守らない

人の逮捕 

人 

 

明なデー

実の関係
説明しよう

倉時代始め

使った印鑑 

時に使う
。 

を ② 派
土地の
（15 世

を 

年貢の半分を 
に徴収できる 
52 年から） 

語の意味
調べよう

実を比較
分類しよ

④ 警
治

（118

 

派遣先 
荘

国

仕事 

各

・

・

身分 御

 
 
 
 
 
 
 
 
 

係を 
う 

めのころの守

派遣された 
の経営を行う

世紀始めから）

味を 
う 

較・ 
う 

近江・美

所領半

て，当年

べきの由

おわんぬ

ろしく本所

【意味】 

近江・美

いては，

貢の半

に引き渡

▲最初の

警察として， 
安を守る 
85 年から） 

地頭

荘園（私有地

国衙領（公有

各土地を持つ

土地の管理

管理する土

守る 

御家人 

１. 次の

源頼朝

六波羅

３．守護

資料

つけよ

４．地頭

（「地

見つ

５．足利

を予想

護と地頭の

２. 左の

できた

仕
 

犯罪を

決まり

給料を

税を集

土地を

う 
） 

美濃・尾張三

分のこと，兵

年一作，軍勢

由，守護人ら

ぬ。半分にお

所に分け渡す

美濃・尾張の

荘園・公領

分を兵糧米

渡すこと 

の半済令（1

頭 

） 

地） 

つ人のもとで

地の治安を

 

の用語の意

朝，足利尊

羅探題，下

護の仕事は

料（「守護の

よう。 

頭の仕事は

地頭の役割

けよう。 

利義満は，

想しよう。

の役割

の 5 つのカー

た期間を予

仕事＼年 

をとりしまる

りを守らせる

をもらう 

集める 

を経営する

三か国の本

糧料所とし

勢に預け置く

らに相触れ

おいては，よ

すべし 

３ヶ国にお

からでる年

として守護

1352 年）

１０ 

意味と人名

尊氏，守護

下地中分

はどのように

の役割」と「

はどのように

割」と「下地

なぜ自分

▲伯耆国

ードを参考

予想して，色

1100   

 

 

 

 

 

を調べよう

護，地頭，

，半済 

に変化して

「半済令」

に変化してい

地中分」の

分を「国王」

国河村郡東

考に，守護が

色をぬろう。

 1200   

赤い線
「領家分
に注目
は，地頭
分け合

う。 

太政大臣

いるだろう

）を比較し

いるだろうか

絵）を比較

」と称したの

東郷荘下地

がその仕事

 

1300   14

線の横に「地
分」と書いて

目しよう。下地
頭と領主で
うことだよ。 

臣，承久の乱

うか。上の表

して，変化を

か。上の資

較して，変化

のだろう。理

中分（1258

事を務める

400   150

地頭分」と
てある部分
地中分と

で，税収を

乱， 

表と

を見

資料

化を

理由

8 年）

ことが

00 年

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
-

 
 

A 
政

武家政

中世

- 古代か
けて，政
みはど
したのだ

学習

▲国司

私の結論

B 
政

前の時

古代の 
治のしく

治と 

世３ 

から中世に
政治の仕

どのように変
だろうか？

習課題 

司の館の門番

論 

中世の
政治のしく

時代と比較

 

武家政

み 

にか
仕組
変化
？ 

番 

 
くみ

・分析する

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治か

 奈良時

行われて

で政治の

地方の

て都に送

を，古代

 平安時

の任にあ

の武士で

 平安時

きました

を含む様

になりま

武士

る組織で

第に治

や寺院

室町

り，将軍

秩序が

大名が個

警護させ

時

る 

から中世

時代の政治

ていました

の運営に関

役人に任

送り出す役

代と言います

時代になる

あたる，武

です。 

時代の後期

。鎌倉時代

様々な勢力

した。このよ

の棟梁が

でした。しか

安を守るだ

の荘園経

時代にな

軍の存在を

守られなく

個別の支

 

武  士

天皇 

高い位の
貴族 

低い位の
貴族 

▲古代か

せる 

時代を捉

１１ 

世の特

治は，天皇

。このしくみ

関わり，地

命されまし

役割が課さ

す。 

ると，有力な

芸に秀でた

期になると

代になると

力が国を支

ような世の

開く幕府は

かし，地方

だけでなく，

営を妨げる

なると，守護

脅かすもの

くなると，幕

配を行うよ

から中世にか

捉えるモデ

特色を

皇を頂点と

みの中で，

位の低い

した。国司

されていま

な貴族や天

た人々が

と，武士は徐

と，朝廷や

支配し，それ

中を，中世

は，はじめは

に派遣され

独自に税

るようになり

護大名のな

のも出てき

幕府は権威

うになりまし

幕
府

（武
士
）

 

かけての支配

デル

捉えよ

とする律令

高い地位

貴族は，国

には，各地

した。この

天皇の家に

出てきます

徐々に勢力

寺院のみ

れぞれが領

世と言います

は軍事・警

れた地頭や

税をとるよう

ました。 

なかには互

ました。戦

威を失い，

した。 

 

警察の仕
を与える

警察の仕
をうけお

 
他の権限
徐々に奪

配構造の変

よう 

制度のもと

位の貴族は

国司のなど

地の税を集

ような世の

に仕え，警

す。これがの

力を広げて

ならず，幕

領地をもつ

す。 

警察をつかさ

や守護は，

になり，朝

互いに争っ

戦乱が深ま

各地で戦

仕事
る 

仕事
おう 

限も
奪う 

朝
廷

（貴
族
）

変化 

とで

は都

どの

集め

の中

警備

のち

てい

幕府

よう

さど

次

朝廷

った

り，

戦国



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲分

      

Ⅰ 用

▲みこ

分国法－仮

第 20 条 現

行っている

元）の力量

る。よって

入特権は成

っていた守

る。 

Ⅱ 事
組

Ⅲ 時
吟味

キーワード

幕府が地
めた特権
彼らが治め
犯罪人を捕
とるために
できません

「みこ
天皇が
ってい

       

語の意
調べよ

こしに乗る足

名目録追加

現在の今川領

るのは足利将

量を以って国

過去において

成立しない。今

守護不入地に

実の関係
組み立て

時代解釈
味・評価

ド：守護不入

方の御家人
のこと。守護
めている土地
捕まえたり，税

に，立ち入る
でした。 

し」は，もと
が移動するた
たんだよ。 

 

味を 
う 

足利義満 

加（今川義元

領国における秩

将軍家ではな

国を統治して

て将軍家が設

今川家が守護

における特権

係を 
よう 

釈を 
しよう 

入地 

人に認
護は，
地に，
税金を
ことは

はおもに
ために使

１．次の用

守護，

元） 

２．足利

ろうか

支配の

秩序維持を

ない。私（義

いるのであ

設定した不

護時代に従

権は全廃す

３．今川

のだろ

の変化

４．鎌倉時

初の

朝廷（天皇

幕府（将軍

し

 

用語の意

，守護大名

義満が「み

。下のカー

のしくみを説

義元が「守

ろうか。下の

化を説明し

時代以降に

ページの予

１２ 

（1）    

（2）    

なぜなら

皇） 貴族

軍） 守護

守護の任と
して支配する

この条文に
どのような思
いるでしょう

味を調べよ

名，戦国大

みこし」にの

ードを並べ替

説明しよう。

守護不入地

のカードを並

よう。 

に新しい宗

予想を振り

     さん

     さん

      

族 

足 利

寺

戦大名

と
る 今 川

には，今川義
思いが込め
う。 

よう。 

大名，分国

▲

のっているこ

替え，線を

 

地を廃止」

並べ替え，

教が広まっ

り返ろう。

んの説に同意

んの説につけ

       

幕

利 義 満

寺社 

国大名

川 義 元

義元の
められて

国法 

▲主な戦国大

とは，何を

を書き込み

するとは，

戦国時代

ったのはな

意します／しま

け足します。 

      だ

幕府（将軍） 

領 地 

自らの実
で支配す

大名と領地

を意味するの

，室町時代

何を意味す

代の領地支

なぜだろう？

ません。 

だからです。

守護大名

領 地

実力
する 

地

のだ

代の

する

支配

？ 

名


